
1 r交通処理機能の確保j については、その担うべき交通量の目安と して、
1日当たり 6，000台を設定しています。これは、幹線道路の最低限の規格と
して2車線道路の交通容量(1日当たり 12，000台)を想定し、その交通容
量の半分としたものです。

小金井3'4・1号線、小金井3・4・11号線外は、将来の交通量が 1

日当たり 6，000台以上となるため、交通処理機能を確保する面からも今後も
必要であると評価しました。

なお、 「交通処理機能の確保j以外にも、小金井3・4・1号線は「緊急
輸送道路の拡充J r避難場所へのアクセス向上J r延焼遮断帯の形成」、小
金井3・4・11号線外は「避難場所へのアクセス向上J r延焼遮断帯の形
成」の検証項目に核当し、必要性が確認されています。

2 延焼遮断帯は、災害に強い都市構造を実現する上で重要であり、特にその

軸となる都市軒画道路は、その機能に加え、消防活動などの救援・救護活動

の実施や安全な避難路の確保など、大変重要な役割を担っています。

東京都は、 「防災都市づくり推進計画J (平成 28年 3月)において、木
造住宅密集地域が連なる特別区及び小金井市を含む多摩地域の 7市を対象に、

「骨格防災軸J r主要延焼遮断帯J r一般延焼遮断帯」からなる延焼遮断帯
を設けています。

小金井3・4・1号線は「 般延焼遮断帯J、小金井3・4・11号線外

は f主要延焼遮断帯」と して位置付けられており、安全・安心な都市の実現

に向け、防災の面からも今後も必要であると評価しました。

なお、 「延焼遮断帯の形成j以外にも、小金井3・4・1号線は 「交通処
理機能の確保J r緊急輸送道路の拡充J r避難場所へのアクセス向上J、小
金井3・4・11号線外は「交通処理機能の確保J r避難場所へのアクセス
向上」の検柾項目に該当し、必要性が確認されています。

3 都内には、地震や火災から住民の生命を守るため、避難場所などが定めら
れており、避難場所まで迅速かっ安全に避難するため、避難路の確保が求め

られます。

当該地区を含む小金井市の南部地域では、 武蔵野公園が広域避難場所に指

定されていますが、現在、この地域から武蔵野公園へアクセスするためには、

生活道路を経由し野川を横断する必要があります。

生活道路や野川に架かる橋梁は、幅員が約6m以下と狭間量であるこ とに加
え、歩道も整備されておらず、避難路が十分に確保されておりません。

小金井3・4・11号線外は、避難場所へのアクセスの向上を図り、都市
の防災性 ・安全性を向上させるためにも今後も必要であると評価しました。

なお、 「避難場所へのアクセス向上J以外にも、 小金井3・4・1号線は
「交通処理機能の確保J r緊急輸送道路の拡充J r延焼遮断帯の形成J、小
金井3・4・11号線外は 「交通処理機能の確保J r延焼遮断帯の形成Jの
検証項目に該当し、 必要性が確認、されています。
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4 自然再生推進法に基づく自然再生事業は、現在失われつつある自然環境を

地域住民とともに復元する事業であり、国土の保全その他の公益との調整に

留意して実施されなければならないとされています。

このことから、自然再生事業は必要な道路の整備を妨げるものではなく、

小金井3・4・1号線、小金井3・4. 1 1号線外の2路線については、環
境などに配慮しながら整備形態等について適切に対応していきます。

5 小金井3・4・1号線、小金井3・4・11号線外の都市計画決定につい
ては、!日都市計画法時代の昭和 37年に当初決定しています。

これらの決定にあたっては、当時の法に基づき、地元の状況を把握してい

る都議や関係市長、市議などが参加する都市計画地方審議会の識を経るなど、

地元の意向を反映して適切に定めています。

なお、都市計画法の旧法から新法への移行に際して、都市計画法施行法第

2条で、 「新法の施行の際、現に旧都市計画法の規定により決定されている

都市計画区域及び都市計画は、それぞれ新法の規定による都市計画区域又は

新法の規定による相当の都市計画とみなすJと規定されており、当該2路線
の決定は、新法の規定に基づく都市計画となりますロ

6 事業の実纏にあたっては、事業概要説明会など、さまざまな機会を捉えて
道路の必要性等について説明し、地元の理解が得られるよう丁寧に対応して

まいります。

7 小金井3・4・1号線は、東側で三鷹市内の連雀通り と接続し、区部と多

摩地域とを東西に結ぶ道路であり、本路線の整備により、地域聞の連携強化

や生活道路への通過交通の排除による安全性の向上が図られることから、優

先整備路線に選定しました。

小金井3・4・11号線は、府中市内の都市計画道路一体となって、五日
市街道と甲州街道とを南北に結ぶ道路であり、本路線の整備により、並行す

る小金井街道の渋滞緩和、広域避難場所である武蔵野公園へのアクセス向上

が図られることから、 優先整備路線に選定しました。

お問い合わせ先

東京都都市整備局都市基盤部街路計画課
多摩街路計画担当 小林

以上

0 3 - 5321~11 11 (内続30-471)




